
倫理の空白Ⅳ 

研究活動のグレーゾーン２ 

自然科学編 あらすじ 

 

●大学院生だったときの出来事  

 

正木 美絵 

科学雑誌編集者  

 

・研究から離れ、科学雑誌編集者として働く正木美絵は、後輩たち

に向けて言葉に残しておきたい出来事を回想する。 

 

 

●他の分野との共同研究 

 

正木 美絵 

清東大学大学院 生命科学研究科 修士２年  

 

志村 優太 

清東大学大学院 生命科学研究科 修士２年  

 

神崎 茂雄 

清東大学大学院 生命科学研究科 教授  

 

桜井 千尋 

清東大学大学院 生命科学研究科 助教  

 

一ノ瀬 光司 

城新科学大学 准教授  

 

・大学院生だった正木は発生生物学の神崎茂雄教授の研究室に所

属していた。この数年、細胞を培養することで発生のメカニズムを

研究する方法が最先端から外れてきていると感じていた神崎は、

突破口としてデータサイエンスの研究者・一ノ瀬光司准教授との共

同研究に希望を見出す。神崎の研究室では幹細胞から肝臓のオル

ガノイドをつくる研究にデータサイエンスを盛り込んだ実験が始ま

る。 

 

 

●網羅的に遺伝子の役割を明らかに

する 

 

小嶋 聡 

清東大学大学院 生命科学研究科 修士２年  

 

・神崎研究室に一ノ瀬からデータが届いた。解析結果のなかには発

現量が飛び抜けた遺伝子があった。過去の研究でもその遺伝子に

遭遇していた神崎は、解析結果の発現量が飛び抜けた遺伝子の役

割を明らかにしようと解明に取り掛かる。そして、神崎からその検

証実験の担当者として志村優太が指名された。研究で大きな実績

を作りたい志村は意気込む。 

 

 

 



●電子ラボノート研修 

 

・神崎の研究室の学生たちは今後の検証実験や論文に必要とされ

るため電子ラボノートの使い方について桜井千尋助教から説明を

うける。研究の正当性を証明するためには、研究のプロセスをしっ

かりと辿れるようにすることが自分の身を守ることにもつながる

と、桜井が指導する。 

 

●検証実験は順調に進む 

 

・志村が幹細胞の検証実験を始める。細胞サンプルが神崎の作業仮

説を支持する挙動を示した実験結果に喜ぶ志村と神崎。その報告

を聞いた一ノ瀬は、偽陽性の可能性もあるため、遺伝子解析は繰り

返して確認しておきたいと研究の進め方について神崎に提案する

が…。 

 

●最初の実験で出た結果を再現でき

ない 

 

何度やっても最初の実験で出た仮説通りの結果を再現できないた

め焦りを募らせる志村。彼は奨学金獲得に有利になるように、たく

さんの論文を書いて業績を作っておきたかった。神崎には実験結

果の画面から作業仮説を支持するデータだけを選んで報告する。

志村は自分の実験に問題があるのかもしれないと仮説通りの結果

を再現できないデータを削除し始める。 

 

●共同研究者への相談 

 

・志村は桜井から意に添わない実験結果を失敗として除外している

のではないかと問われる。志村と桜井がミーティングスペースに向

かう途中でばったり出会った正木も話し合いに加わる。志村の事情

を全て知った桜井と正木は、解析結果データについて偽陽性の可

能性がないかを確認するため、一ノ瀬を訪ねる。 

 

●研究は何のためにするのか 

 

・神崎を失望させたら自分の将来にマイナスになるのではないかと

不安な志村に、桜井は神崎に正直に検証実験の結果が芳しくない

ことを正直に伝えるべきだとアドバイスをする。正木は悩みながら

歩いている志村が教授室に向かうのを遠くから見守る。 

 

●志村の葛藤や経験 ・志村の葛藤や経験を後輩たちに伝えておきたいこととして PC に

文章を入力する正木。 

 

 


